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１. はじめに

近年、「地球にやさしい」とか「人に優しい」というような言

葉が氾濫しているように、様々な分野で環境調和や生活の

快適性向上が強く求められるようになってきた。この様な動

きは建築塗料の分野にも影響を及ぼし、塗料及び塗装を取

り巻く環境が大きく変化しつつある。

安全面から見ると、危険性のより少ない方向への転換、溶

剤中毒・経皮毒性・悪臭飛散への対策などが塗料、塗装業

者及び居住者にとって重要となっている。

こうした市場の流れを受けて当社でも、弱溶剤（ここで言

う弱溶剤とはミネラルスピリット等に代表される臭気が比較

的マイルドな低極性溶剤のこと）に可溶な塗装環境にやさし

い塗料の開発に力を注いでいる。

しかし、弱溶剤に可溶な塗料は必ずしも良いことばかりで

はなく、例えば初期乾燥が遅かったり、更なる高耐候性を求

めた場合、２液反応硬化型となり、以下のような潜在的な問

題があった。

q 調合の手間及び可使時間の制限。

w 混合比率のバラツキによる塗膜性能の劣化。

e 養生環境（特に水分）の影響を受けやすい。

r 調合残など塗料ロスが多く、また塗装用具の手入れが

難しいため余分なコストが掛かる。

そこで当社では、変性アクリル樹脂に特殊モノマーと特殊

なオキシ硬化基を有する成分を導入する当社独自の技術

を駆使し、塗料業界で初めて「１液で架橋性を有し、弱溶剤

に可溶で速乾性もあり、２液反応硬化型ウレタン樹脂塗料同

等以上の高耐候性屋根用塗料」を開発し、「スーパーシリコ

ンルーフ」として市場展開を開始した。

本稿ではこの「スーパーシリコンルーフ」についてその概

要を紹介する。

２. 塗料の開発

2.1 金属屋根用塗料に要求される諸性能

金属屋根用塗料は「屋根」という特殊な環境の被塗物に

塗装されることから、様々な劣化要因が考えられる（図1）。

表1に、これら劣化要因について塗料品質面での解決手法

を整理した。

即ち、金属屋根用塗料に要求される諸性能としては下記

のことが挙げられる。

q 1液型

戸建て住宅の場合、1物件あたりの金属屋根の塗装

面積は百数十gと比較的小さく、一般的に使用残が

でやすい。２液型塗料ではその使用残塗料は産業廃

棄物としての処理を余儀なくされるが、１液型塗料であ

れば他の物件に使用することができ、産業廃棄物の削

減になり、環境対応という視点からも好ましい。

また、塗膜の品質安定という点からも望ましい。

水切り部の水溜まり�

除雪時のスリ傷�

紫外線・結露�紫外線・熱�

紫外線・熱・降雨（酸性雨）・降雪・結露�
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図1　屋根材の主な劣化要因の例（折板鋼板の例）�
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w臭気

居住者や近隣住民への不快臭を排除・軽減すること

も非常に重要であり、弱溶剤型塗料での塗料設計が

より望ましい。

e塗膜性能

耐候性・耐水性など耐久性に係わる塗膜性能の他に、

施工時に要求される乾燥性や旧塗膜面適性なども考

慮する必要がある。また、金属屋根部にのみであれば

耐アルカリ性は不要であるが、構造によってはコンクリ

ートなどアルカリ建材面との取り合い部分の塗装も考え

られる。施工効率を考慮すると耐アルカリ性を有する

塗料がより望ましい。さらには酸性雨の影響や鳥フンの

被害を考慮すると耐酸性を有する事も望ましい。
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表1　金属屋根用塗料の問題点と解決手法�

2.2 当社市販製品の性能把握

金属屋根用塗料に要求される諸性能の把握ができたこ

とから、まず最初に金属屋根用塗料の代表的な市販製品

の性能を調べてみた（表2）。

この表からわかるように、全ての性能を満足する市販製品

は存在しない事がわかる。そこで開発目標を「１液で速乾性

（初期乾燥性）を有し、耐水性・耐アルカリ性に優れ、かつ高

耐候を有すること」とし開発を行った。

2.3 基体樹脂の設計

既存の１液硬化型樹脂では達成が不可能であることか

ら、当社独自で樹脂開発を行い、「アクリル変性シリコーン樹

脂に、特殊モノマーと特殊なオキシ硬化基を有する成分を
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導入する」ことにより、１液で架橋性を有し弱溶剤にも可溶な

樹脂を開発した（図2）。

また、硬化過程の模式図を図3に示す。

尚、この技術は現在特許出願中である。

2.4 塗料設計と塗膜性能

開発した樹脂を用いて、環境に配慮した添加剤や溶剤

組成を選定し塗料設計を行い、「スーパーシリコンルーフ」と

して製品化した。

表3、表4、表5及び図4に塗料品質並びに塗膜性能を示

す。写真1は、１９９９年１０月北海道にて試験塗装を行った

ときの様子である。塗装後４～５時間後に降雨に見舞われ
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；シリコーン変性特殊アクリル樹脂（図2の組成）�

図3　硬化過程の模式図�
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たが、市販品の「シリコンアルキド樹脂塗

料」（写真右側）は白化・艶ぼけを起こして

いるのに対し、「スーパーシリコンルーフ」

（写真左側）は良好な塗膜状態を保って

いる。

これらの結果より、1液架橋型上塗り塗

料「スーパーシリコンルーフ」は、既存品

と比較しても優れた初期乾燥性並びに耐

水性（耐白化性）を有することがわかる。

３. あとがき

建物の中で屋根は極めて環境の厳し

い部位である。雨が掛かりやすく、北国で

は降雪があり、更には、直射日光が強く当

たるため塗膜劣化が著しい。また、塗装の

場合にも傾斜であることから危険度が高

く、更に夏場には表面温度が７０℃以上と

高くなる。

その様な部位に適性のある塗料を作り

上げるには、これらの問題に適応できる基

本からの樹脂開発・塗料設計が必要と考

え、現在市販されている金属屋根用塗料

の潜在的な問題点とその問題点に対する

解決手法を明らかにし、その中で、「屋根

の塗装」という視点で考えると2液型ウレタ
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ン樹脂塗料では力不足の面があるということがわかった。そ

こで、樹脂の抜本的な見直し、即ち新規な架橋系やシリコ

ーンを導入することで、金属屋根用塗料に適した新規な１

液架橋型樹脂の開発に成功した。

この新規樹脂の開発は当社独自の技術によるもので、１

液のままで架橋性を有し高耐候な上塗り塗料の提供が可

能になった。

今回開発した「スーパーシリコンルーフ」は現在市場展開

を図っているが、良好な作業性とも相まって大好評を得てお

り、今後更なる拡販を図る予定である。
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